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同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健

勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

同
窓
会
会
長
と
し
て
の
任
を
お
預
か
り
し

て
、
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
役
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
同
窓
生
の
皆

様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
２
回
目
と
な

る
対
面
で
の
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
や
っ
ぱ

り
直
接
会
え
る
の
は
嬉
し
い
」「
ま
た
参
加
し

た
い
」
と
い
っ
た
声
を
多
く
い
た
だ
き
、
私
た

ち
役
員
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し

た
。
同
窓
生
ど
う
し
が
緩
や
か
に
つ
な
が
る
場

と
し
て
、
今
後
も
こ
う
し
た
機
会
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
看
護
学
科
だ
け
で

な
く
、
他
学
科
の
同
窓
会
と
連
携
し
た
「
同
窓

会
連
合
」
と
し
て
の
活
動
が
再
開
さ
れ
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
連
合
の
運
営
に
尽

力
し
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
の
歩
み
に
敬
意
を
表

し
つ
つ
、
そ
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
新

た
な
つ
な
が
り
を
築
い
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
学
科
を
越
え
た
交
流
が
、
卒
業
生

一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
も
、
母
校
に
と
っ
て
も
、

豊
か
な
広
が
り
を
生
む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
展
開
に
も
、
ぜ
ひ
ご
注
目
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

同
窓
会
は
、
卒
業
生
同
士
、
そ
し
て
母
校
と

を
つ
な
ぐ
大
切
な
場
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様

に
と
っ
て
、
有
意
義
な
存
在
で
あ
り
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
役
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活

躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
、
お
元

気
で
し
ょ
う
か
。
今
年
の
４
月
か
ら
看
護
学
科

長
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借
り
て
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
の
熊
保
大
（
保
科
大
の
ほ
う

が
馴
染
み
の
あ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

熊
保
大
は
大
学
公
認
の
略
称
で
す
。）
の
思
い

出
は
何
で
し
ょ
う
か
？
ち
な
み
に
私
が
母
校
に

つ
い
て
印
象
深
く
思
い
出
す
の
は
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
木
々
で
す
。
私
が
通
っ
た
大
学
は
、
設

置
さ
れ
て
長
い
年
月
が
経
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
校
舎
の
高
さ
と
同
じ
く
ら
い
に
成
長
し
た

大
き
な
木
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
覚
え
て
い
る

の
は
よ
く
授
業
を
受
け
て
い
た
校
舎
の
脇
に
あ

る
銀
杏
の
木
で
す
。
紅
葉
の
時
期
は
木
が
黄
金

色
に
染
ま
り
、
落
葉
す
る
と
黄
色
い
絨
毯
を
敷

き
詰
め
た
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
光
景
は

と
て
も
美
し
く
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
ほ
ど
で

す
。
熊
保
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
い
ろ
い
ろ
な

木
々
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
号
館
の
周
辺

に
は
、
赤
く
紅
葉
す
る
カ
エ
デ
、
初
夏
に
実
を

つ
け
る
ヤ
マ
モ
モ
、
秋
に
植
え
て
あ
っ
た
こ
と

に
気
づ
く
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
取

り
囲
ん
で
い
る
サ
ク
ラ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
木
々
は
、
皆
さ
ん
が
在
学
中
と
変
わ
ら

な
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
変
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
３
号
館
と
図
書
館
の
間
に
植
え
ら
れ
た
木

を
覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
植
え
た
と
き
に

は
、
同
じ
大
き
さ
の
木
で
し
た
が
、
成
長
速
度

が
異
な
り
、
現
在
は
図
書
館
に
近
い
ほ
ど
大
き

な
木
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
変
化
し
て
い
る
の

は
木
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
は
入
学

式
・
卒
業
式
で
使
用
し
て
い
た
ア
リ
ー
ナ
は
現

在
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
営
業
中
で
す
。
開
放
感

の
あ
る
素
敵
な
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

　

熊
保
大
の
変
わ
ら
な
い
姿
、
あ
る
い
は
変
化

し
て
い
く
姿
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
現
在
の
皆
さ
ん
の
こ
と
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。
同
窓
生
が
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
大

学
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
健
康
と
ご

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
会
員
の
皆
様
へ

キ
ャ
ン
パ
ス
の
近
況

同窓会会長

髙橋  知恵美

看護学科長

荒尾　博美
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「心をほどく、香りの処方箋」
〜ハーブティーで満たす私の時間～
忙しい毎日に、自然の力でセルフケア
頑張りすぎていませんか？
忙しい毎日に、そっと寄り添うハーブの時間。
香りと優しいぬくもりで頑張っている自分にご褒美を。

講座内容（一部紹介）
【基礎知識】
　・ハーブの基本と効能

【実例紹介】
　・農園で育てているハーブの紹介
　・栽培の裏話、実践的な使い方

【体　　験】
　・ハーブティーブレンド体験
　・香りを楽しむティータイム
※�プログラムは変更になる可能性がございます。ご了承ください。

日　　付　令和７年10月18日（土）
時　　間　受付10：00
　　　　　　　12：00終了
会　　場　大学内のキャンパステラス
　　　　　託児あり
定　　員　50名
参 加 費　無料

申込期限　10月３日（金）
※応募多数の場合は抽選となります。
　参加確定メールを10月６日の週にお送りいたします。

ハーブ農園の取り組みやハーブに関する情報は、lnstagram 
にて随時発信しております。
お時間のある際に、ぜひご覧ください。

吉本　名月 （よしもと　なつき）
ぶどうと里芋農家に生まれ、高校卒業後ニューヨーク留学
を経て帰郷。家業に従事する中でハーブと出会い、ハーブ農
園を開園。現在は農園併設のハーブティーカフェを運営し
ています。

令和７年度　看護研修会

参加申し込みは
こちら



令和６年度　看護研修会報告　

『日常に小さなご褒美を。ハンドドリップで味わう至福のコーヒー講座』

ひ　　い　　ら　　ぎ（3）2025年（令和７年）９月15日 第34号

　令和７年２月８日、熊本保健科学大学キャンパ
ステラスにて、同窓会主催の研修会を開催しまし
た。今回のテーマは「日常に小さなご褒美を」。講
師には、熊本市内の人気コーヒーショップに勤務
されている小山拓真氏をお迎えし、コーヒーの奥
深い世界を味わう贅沢なひとときとなりました。
　研修では、スペシャルティコーヒーの特徴や豆
の産地による違い、コーヒーショップでの楽しみ
方などを分かりやすく解説いただきました。中で
も、講師によるハンドドリップの実演では、丁寧
な所作と香り立つ一杯に、会場が静かに見入る場
面もあり、プロの技の奥深さを肌で感じる時間と
なりました。

　忙しい日常の中で、自分にそっ
とご褒美をあげることの大切さ
を再認識できた今回の研修。参
加者からは「自宅でも美味しい
コーヒーを淹れてみたい」との
声も多く聞かれ、心癒されるひ
とときとなりました。

球 技 大 会

同窓会から、ブービー賞として商品券を贈呈しました。
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　私たち同窓会では、各回生・期生の同窓会開催にあたり、下記のように支援金を支給
することとなりました。支援金が必要な方は、事前に看護学科同窓会までご連絡いただ
けますようお願い申し上げます。
　この支援金が、皆様にとって有意義な同窓会の参加につながることを心より願ってお
ります。今後とも同窓会活動にご協力いただけますよう宜しくお願い致します。

支援金の目的：同窓会活動の促進

支 援 金 の 額：１回の申請につき20,000円
　　　　　　　�※支給条件として、同窓会誌への文書・写真の掲載が必要です

支援金の受け取り方法：以下の流れでご受領いただけます
　　　　　　　①QRコードまたはURLから申請
　　　　　　　　https://forms.gle/67CbeGxWyVKsxLoXA
　　　　　　　②同窓会事務局から申請者へのメール受信
　　　　　　　③申請者から同窓会事務局への振込先情報の提供

【問い合わせ先】	 〒861-4214　熊本県熊本市南区城南町舞原無番地
	 医療法人 城南ヘルスケアグループくまもと南部広域病院
	 TEL 0964-28-2556　中野博之（看護学科同窓会顧問）

同窓会開催に伴う支援金支給のご案内
熊本保健科学大学保健科学部看護学科

令和７年３月22日に、銀杏短大20回生の同窓会を
開催しました。卒後20周年という久しぶりの再会
に、恩師片渕先生とも再会でき、近況報告や当時
の思い出話に盛り上がり、あっという間に時間が
過ぎてしまいましたが、楽しい時間となりました。
同窓会開催のご支援、ありがとうございました。

（銀杏20回生　宮崎考平）

臨地実習助手募集のお知らせ

母校の教育現場である病院・訪問看護ステーション等で学生の実習指導を
行ってくださる方を募集しています。問合せ先は熊本保健科学大学人事課
（096−275−2112、saiyou@kumamoto-hsu.ac.jp）です。一緒に学生の成
長を支えていきませんか。看護教育に興味のある方をお待ちしております。

活動報告

▲  募集要項はこちら
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『
令
和
７
年
度
常
任
委
員
総
会
報
告
』

令和６年度に実施した事業について報告する
【令和６年度】
Ⅰ．運営に関する事項
　１．常任委員総会　令和６年５月20日（月）開催
　　　　出席人数（常任委員３名＋役員10名）、委任状38名
　２．役員会　６回開催
　　　　詳細は右記報告通り
　３．同窓会PR
　　　　�PR動画（R5年度作成）を活用し、看護学生４年生に

PR（令和６年10月28日大学訪問）
Ⅱ．会員の交流に関する事項
　１．令和６年度看護研修会
　　　　令和７年２月８日（土）開催
　　　　「�日常に小さなご褒美を。ハンドドリップで味わう至福

のコーヒー講座」
　　　　小山　拓真先生（Coffeedot）
　２．会員の教育研修参加　　０件
　３．会員の親睦会開催支援　１件（大学７期生）
Ⅲ．会員の把握に関する事項
　１．会員数の把握
　　　　会員の住所録調査とデータ管理を専門業者へ委託
　２．会員の活動状況把握　大学からの依頼なし
Ⅳ．行事等に関する事項
　１．式典参列　０件
　２．大学行事への関わり
　　　　球技大会（６月15日）４名×午前・午後の部ブービー賞贈呈
　　　　学園祭（10月21日）にて模擬店を出店
　　　　国家試験激励（２月13、15日試験出発日）記念品贈呈
　３．災害に関する支援　０件
Ⅴ．出版に関する事項
　１．�同窓会誌『ひいらぎ』第33号の発行（大学ホームペー

ジ内に掲載）

Ⅰ．運営に関する事項
　１．常任委員総会　年１回開催
　２．役員会　　　　年３回以上開催
　３．同窓会PR　　　大学４年生に向け開催（新常任委員を選出）
Ⅱ．会員の交流に関する事項
　１．研修会　年１回開催
　２．会員の自己研鑽活動支援
　　　　参加者は内容を報告、同窓会誌に掲載する
　３．会員の親睦会開催支援
　　　　開催時は、内容を同窓会誌で報告
Ⅲ．会員の把握に関する事項
　１．会員数の把握
　２．会員の活動状況把握
　　　　大学から、管理者になっている人数把握の依頼時
Ⅳ．行事等に関する事項
　１．式典（入学式・卒業式）参列ならびに祝電送付
　２．�その他の大学行事（球技大会・学園祭・国家試験激励・

臨地実習に向けた応援）に参加ならびに記念品授与
Ⅴ．出版に関する事項
　１．�同窓会誌『ひいらぎ』第34号の発行
　　　WEB掲載とし、発刊時にハガキで掲載を案内（QRコード）する
Ⅵ．その他

令和７年度事業計画

令和６年度事業報告 令和６年度役員会報告

令和６年度収支決算書

【令和６年度】
日　程 場　所 参加人数 議題・報告事項

1 5/18㈯ 熊本保健科学大学 11名
・年間スケジュールの担当決め
・看護研修会について
・総会打ち合わせ

2 7/6㈯ 熊本保健科学大学 ８名

・看護研修会について
・学園祭について
・同窓会PRについて
・会報誌『ひいらぎ』について
・各回生・期生親睦会開催の支援方法について
・同窓会連合についての報告

3 10/19㈯ 熊本保健科学大学 ８名
・学園祭振り返りと次年度学園祭内容について
・看護研修会について
・会報誌『ひいらぎ』発行について

4 11/3㈰ 熊本保健科学大学 ５名

・看護研修会打ち合わせ
・同窓会物品整理
・会報誌『ひいらぎ』発行について
・看護研修会について

5 1/25㈯ 森都心プラザ ４名 ・看護研修会打ち合わせ、申込者へのメール返信
・国試激励品について

6 2/8㈯ 熊本保健科学大学 12名

・看護研修会打ち合わせ、振り返り
・国試激励品作業
・総会について
・監査について
・同窓会連合について報告
・次年度学園祭と看護研修会について

役員会開催回数：６回

収入の部� （単位：円）

科　目 決算金額
前年度繰越金 3,163,652
会費 会費 1,230,000
受取利息 受取利息 1,216
当期収入合計 （1,231,216）
収入合計 4,394,868

支出の部� （単位：円）

科　目 決算金額
会議費 （216,120）

常任委員総会費 3,500
役員会費 212,620

事業費 （819,091）
教育研修費 186,100
福祉費 193,697
委託費 439,294

事務費 （20,285） 
消耗品 17,240
郵送・通信費 3,045

予備費 予備費 （150,000） 
当期支出合計 （1,205,496）
次年度繰越金 3,189,372
支出合計 4,394,868

自.令和６年４月１日　至.令和７年３月31日

監 査 報 告

熊本保健科学大学保健科学部看護学科
同窓会会長　髙橋　知恵美　殿

　熊本保健科学大学保健科学部看護学科同
窓会会則第７章の規定により、令和７年５
月６日（火）午後５時に熊本県熊本市中央
区新町４丁目２－15リバティ新町３階会議室
において、令和６年度決算について監査を
実施しましたところ、一般会計、帳簿類な
ど整備良好で会務とも適切な執行がおこな
われていることを認めます。
� 令和７年５月６日

� 監　事　　　　　　　　　　
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第１章　総則
第１条　�本会は、熊本保健科学大学保健科学部看護学科同

窓会とする。
第２条　�本会は、本部を熊本保健科学大学内に置き、事務

局を設置する。

第２章　目的
第３条　�本会は、会員相互の親睦を図るとともに、母校の

発展に貢献し、社会文化の進展に寄与することを
目的とする。

第３章　事業
第４条　�本会は、第３条の目的を達成するために次の事業

を行う。
　（１）	 �会員の質の向上のための研究活動、看護研修会の

開催
　（２）	 �常任委員総会の開催
　（３）	 �同窓会誌および会員名簿の発行
　（４）	 �会員の親睦会の開催
　（５）	 �支部会の設置
　（６）	 �その他、本会の目的達成のための事業

第４章　会員
第５条　�本会は、次の会員をもって組織する。
　（１）	 �正会員　　�銀杏学園短期大学看護科および熊本保

健科学大学保健科学部看護学科を卒業
したもの

　（２）	 �準会員　　�熊本保健科学大学保健科学部看護学科
の在学生

　（３）	 �特別会員　�銀杏学園短期大学看護科の旧教員なら
びに熊本保健科学大学保健科学部看護
学科の現教員

第５章　役員および任務
第６条　本会は、次の役員を置く。
　（１）	 会長
　（２）	 副会長
　（３）	 書記
　（４）	 会計　　　２名
　（５）	 会計監査　２名
　（６）	 顧問
　（７）	 常任委員　各年度の代表を２名以上
　（８）	 事務局
　	 �役員は、（１）～（５）までとする。（１）～（３）、

（６）、（８）の人数規定を削除。
第７条　�役員および顧問、常任委員は、次の方法により選

出する。
　（１）	 �会長、副会長、書記、会計、会計監査は、会員の

中から選出し、常任委員総会の承認を得て決定する。
　（２）	 �常任委員は、各年度の卒業生から２名以上を選出

する。また、各年度の常任委員が継続困難若しくは、
常任委員との連絡が途絶え、常任委員としての職
務が遂行できない場合には、役員会で協議の上、
常任委員より除くこととする。

　（３）	 �顧問は、役員の推薦により会長が委嘱する。
第８条　�役員および常任委員、顧問の職務は、次の通りと

する。
　（１）	 �会長は、本会を代表し、会務を統括する。
　（２）	 �副会長は、会長を補佐し、会長に事故のある時は、

会務を代行する。
　（３）	 �書記は、会務の記録および諸連絡等の庶務一般を

行う。
　（４）	 �会計は、本会の会計を行い、年１回会計報告を行う。
　（５）	 �会計監査は、会計報告に従って、その監査報告を

行う。
　（６）	 �常任委員は、常任委員総会および各回生の連絡調

整を行う。
　（７）	 �顧問は、この会の会務について、会長の諮問に答

える。
　（８）	 �事務局は、本会を補佐し、事業運営に関する事務

一般を行う。
第９条　役員の任期は、２ヵ年とする。但し再任は妨げない。

第６章　総会およびその他の会議
第10条　�本会には、次の機関を置く。
　（１）	 �常任委員総会
　（２）	 �常任委員会
　（３）	 �役員会
第11条　�常任委員総会は、本会の最高決議機関で本会常任

委員および役員をもって構成し、年１回開催する。
第12条　�会長が、特に必要と認めた時は、臨時に総会およ

び常任委員会を開くことができる。
第13条　�常任委員総会の決議は、常任委員および役員の過

半数をもって決定し、臨時総会の決議は、臨時総
会出席者の過半数をもって決定する。

第14条　�常任委員会は、常任委員および役員をもって構成
する。会長が召集し、会の運営に関する事項を審
議する。

第15条　役員会は、役員をもって会の運営にあたる。

第７章　会計
第16条　�本会の経費は、会費、事業収益および寄付金をもっ

てこれに当てる。
第17条　本会の会員は、終身会費として10,000円を納める。
第18条　�本学在学中、途中退学になった場合は、申請に基

づき全額返納する。
第19条　�本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３

月31日に終わる。

第８章　補則
第20条　�この会の会則の改正は、役員の承認を得て、常任

委員総会の決議を要す。

付則　本会則は、平成19年４月１日より施行する。
付則　本会則は、平成22年４月１日より施行する。
付則　本会則は、平成27年５月16日より施行する。
付則　本会則は、平成29年５月20日より施行する。
付則　本会則は、令和７年５月17日より施行する。

熊本保健科学大学　保健科学部看護学科　同窓会会則

■保健科学部　医学検査学科
　　　　　　　看護学科
　　　　　　　リハビリテーション学科
■大学院保健科学研究科
■公衆衛生看護学専攻科
■助産別科
■キャリア教育研修センター
　・認定看護師教育課程
　　（脳卒中看護分野、認知症看護分野）
　・特定行為研修課程

熊本保健科学大学
URL  http://www.kumamoto-hsu.ac.jp

1号館

3号館

新アリーナ2号館
会報誌『ひいらぎ』はweb上での公開と
なります（郵送は行っておりませんので、ご了承の
程よろしくお願いいたします）
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お問い合わせ先（看護学科同窓会事務局）

〒861−4214　熊本県熊本市南区城南町舞原無番地
医療法人　城南ヘルスケアグループくまもと南部広域病院

中野博之
TEL 0964−28−2556　
Email：nakanoh@ksr-hospital.jp

卒業期 銀杏学園短期大学
1 井戸上　洋　　園田　和春
2 松高ますみ　　畑田　直美
3 山崎　ルミ　　鍬崎ひとみ
4 中路　格美
5 西坂　和博　　石橋　勝子
6 福山　隆光　　渡辺真知子
7 北野　由加　　下山　真代
8 迫川　和世
9 前田　順子
10 大鶴　聖輔　　山口　美香
11 中津　朋美
12 高木さをり　　中野　博之　　渡辺　寛之
13 井上　由美　　桂　　昭博
14 立山　園美　　井芹　智典　　松永　美保
15 平田　輝彦　　井島　秀行
16 亀山　亜弓
17 光永　美幸
18 西木　　緑
19 前田　一直　　那須　孝子
20 前田　　稔　　松島奈穂美

卒業期 熊本保健科学大学保健科学部看護学科

1 木村　涼平　　勝木　　誠　　栗山　鮎美　　
井芹　由貴　　福富　愛子　　八尋　広美

2 水上　さち　　永野　知子　　井上　常彦　　
松本　千佳　　長谷川　彩　　成田　祥子

3 髙橋知恵美　　下山　佑紀　　中居　一彦　　
青木ゆかり　　山野恵利華

4 中川　晃一　　須崎　剛史　　阿南　梨花　　
田中　由香

5 住吉　　望　　渡辺　由樹　　友枝　　翠　　
尊田　貴代

６ 植田李華子　　荒木奈津美　　山内　祥子

７ 井上　丈滉　　塚本　紗紀　　辻　　愛美　　
中嶋　良美

8 島津　愛己　　尾下　礼佳　　野上　　綾
9 河野　　健　　西村　日鶴　　船津　優美
10
11 大石　裕希　　久保田　純　　河野　拓哉
12 濱田　伸也　　佐々木　悟

13 蓑田　明子　　村瀬　春華　　民谷　直輝　　
栁本　洸圭

14 前田　響香　　工藤　美穂　　宮川　裕貴

15 松田　花林　　平松　　幸　　宮本　知佳　
森山友里華

16 富永　奈央　　中島　結衣

17 福岡　希美　　嶋村　優里　　中路　萌未　　
角田　実優　　藤村　稀衣

18 瀬川　萌香　　立山ひより　　辻　士央菜

19 塚脇　琴子　　遠山　真以　　東　　綾音

同窓会では、会員名簿管理・『ひいらぎ』発送をプライバシーマーク取得の同窓会サポート企業㈱サラトに委託しております。
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会　長 髙　橋　知恵美 ３期生

副会長
勝　木　　　誠 １期生

中　居　一　彦 ３期生

書　記 下　山　佑　紀 ３期生

会　計
木　村　涼　平 １期生

井　上　丈　滉 ３期生

監　査
松　島　奈穂美 20回生

嶋　村　優　里 17期生

事務局

石　橋　勝　子  ５回生

中　原　恵　美 20回生

中　路　萌　未 17期生

福　岡　希　美 17期生

顧　問
吉　岡　宏　介 ７回生

中　野　博　之 12回生

令和７年度常任委員名簿

『
ひ
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ぎ
』

令和７年度同窓会役員名簿


